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は
じ
め
に

文
化
初
年
（
一
八
〇
四
年
頃
）、
書
肆
盛
文
堂
と
衆
星
閣
が
後
の
読
本
大
家
・
曲
亭
馬
琴
の
柴
門
を
敲
い
て
『
水
滸
伝
』
の
新
た
な
訳

文
を
依
頼
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
同
二
年
九
月
に
『
新
編
水
滸
画
伝
』
初
編
前
帙
五
巻
、
同
四
年
正
月
に
初
編
後
帙
五
巻

が
刊
行
さ
れ
た
。
以
下
こ
の
初
編
十
巻
の
こ
と
を
『
画
伝
』
と
略
称
す
る
（
二
編
以
降
は
本
論
考
察
の
対
象
外
）。
当
時
の
翻
訳
物
と
い

え
ば
、
通
俗
本
『
通
俗
忠
義
水
滸
伝
』（
宝
暦
七
年
〔
一
七
五
七
〕
～
寛
政
二
年
〔
一
七
九
〇
〕
刊
、
以
下
「
通
俗
本
」）
の
よ
う
な
知

識
人
向
け
の
漢
文
訓
読
体
を
用
い
た
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
中
、『
画
伝
』
は
め
ず
ら
し
く
和
文
脈
を
基
調
と
し
て
い
る
（
漢
文
訓
読
体
の

使
用
も
一
部
認
め
ら
れ
る
）。
そ
の
上
で
、
馬
琴
は
原
文
の
白
話
語
彙
に
意
味
解
説
の
よ
う
な
注
釈
や
俗
語
を
傍
訓
と
し
て
施
し
た
（
例

「
幇た

い
こ
も
ち間

」「
不と

に
も
か
く
に
も

揀
怎
的
」
な
ど
）。

こ
こ
で
い
う
白
話
語
彙
は
、
一
般
的
に
は
白
話
文
特
有
の
語
彙
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
が
、
中
国
文
学
と
日
本
近
世
文
学
そ
れ
ぞ
れ

に
お
け
る
そ
の
識
別
基
準
に
相
違
が
あ
る
こ
と
に
は
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
中
国
文
学
に
お
い
て
白
話
語
彙
を
研
究
す
る
場
合
に
は
、

基
本
的
に
唐
以
降
の
文
献
（
唐
代
の
敦
煌
変
文
、
宋
代
の
講
談
テ
キ
ス
ト
、
金
代
の
語
り
も
の
、
元
代
の
曲
と
明
代
の
白
話
小
説
）
を

（
１
）

（
２
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（
３
）
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対
象
と
す
る
が
、
唐
以
前
六
朝
期
の
漢
訳
仏
典
や
、
小
説
類
（
志
人
小
説
）、
楽
府
詩
の
一
部
に
も
口
頭
語
に
由
来
す
る
語
彙
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
文
献
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
日
本
近
世
文
学
に
お
い
て
白
話

語
彙
研
究
を
す
る
場
合
は
、
四
大
奇
書
や
三
言
二
拍
で
頻
用
さ
れ
る
唐
代
史
料
・
伝
奇
小
説
（『
遊
仙
窟
』
を
除
く
）・
敦
煌
変
文
な
ど

を
初
出
と
す
る
語
を
含
み
つ
つ
も
、
主
に
白
話
文
学
作
品
を
出
典
と
す
る
語
彙
を
メ
イ
ン
と
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
唐
代
か
そ
れ
以
前
を
出
典
と
す
る
白
話
語
彙
は
早
い
時
期
に
既
に
日
本
に
渡
来
し
、
例
外
も
あ
る
も
の
の
、
殆
ど
が
漢
語
と
し
て

定
着
し
て
お
り
、
馬
琴
な
ど
江
戸
の
人
に
白
話
語
彙
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
（
詳
細
は
注
（
3
）
の
前
掲
拙
稿
「
日

本
近
世
文
学
に
お
け
る
白
話
語
彙
の
識
別
基
準
に
関
す
る
考
察

―『
新
編
水
滸
画
伝
』
の
使
用
語
彙
を
例
に

―
」
を
参
照
さ
れ
た

い
）。
以
下
白
話
語
彙
を
検
討
す
る
場
合
は
全
て
後
者
の
識
別
基
準
に
従
う
。

話
を
元
に
戻
す
。
通
俗
本
と
『
画
伝
』
の
同
一
箇
所
（
役
人
の
薛
覇
と
董
超
が
高
太
尉
の
ご
命
令
を
受
け
流
配
の
道
中
で
林
冲
を
殺

す
場
面
）
の
表
現
を
比
べ
て
み
る
に
、
両
作
品
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
引
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、『
水
滸
伝
』
の
本
文
は
、
昭
和
女

子
大
学
図
書
館
桜
山
文
庫
蔵
馬
琴
旧
蔵
和
刻
本
『
忠
義
水
滸
伝
』（https://w

w
w

.ro-da.jp/sw
u/contents/3089

）、
通
俗
本
は
お

茶
の
水
女
子
大
学
図
書
館
藏
本
（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100238802/

）、『
画
伝
』
は
国
文
学
研
究

資
料
館
蔵
本
（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/200015541/

）
に
依
拠
し
た
（
適
宜
句
読
点
を
補
っ
た
。
以

下
同
様
）。

【
水
滸
】（
第
八
回
）

薛
覇
腰
裏
解
下
索
子
來
、
把
林
冲
連
手
帯
脚
和
枷
𦂳
𦂳
的
綁
在
𣗳
上
。
兩
箇
跳
將
起
來
、
轉
過
身
來
、
拏
起
水
火
棍
、
看
着
林
冲

說
道
、
不
是
俺
要
結
果
你
。
自
是
前
日
來
時
、
有
那
陸
虞
候
傳
着
高
太
尉
鈞
㫖
、
教
我
兩
箇
到
這
里
結
果
你
、
立
等
金
印
囘
去
囘

話
。
便
多
走
的
幾
日
、
也
是
死
數
。
只
今
日
就
這
里
、
倒
作
成
我
兩
箇
囘
去
快
些
。
休
得
要
怨
我
弟
兄
兩
箇
。
只
是
上
司
差
遣
、

（
４
）
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不
由
自
已
。
你
須
精
細
着
。
明
年
今
日
是
你
周
年
。
我
等
巳
限
定
日
期
、
亦
要
早
囘
話
。
林
冲
見
說
、
淚
如
雨
下
。
便
道
、
上
下
、

我
與
你
二
位
徃
日
無
讎
、
近
日
無
𡨚
。
你
二
位
如
何
救
得
小
人
、
生
死
不
忘
。

【
通
俗
】（
巻
之
四
）

二
人
ノ
下ゲ

ク

官ワ
ン

大
ヒ
ニ
悦ヨ

ロ
コビ

。
乃ス

ナ
ハチ

腰
ニ
ツ
ケ
タ
ル
索ナ

ハ

ヲ
解ト

キ

取ト
ツ

テ
。
林
冲
ヲ
頸ク

ビ

枷カ
セ

ト
共
ニ
タ
カ
テ
コ
テ
ニ
縛イ

マ
シメ

。
遂ツ

イ

ニ
樹キ

ノ
根ネ

ニ
捆

ク
ヽ
リ

ツ
ケ
テ
。
二
人
齊ヒ

ト
シク

棒ボ
ウ

ヲ
舉ア

ゲ

直タ
ヽ
チニ

林リ
ン

冲チ
ウ

カ
眉ミ

間ケ
ン

ニ
劈カ

ザ

シ
テ
。
大
ヒ
ニ
呼ヨ

ハ
ツテ

曰
。
今
我
等ラ

二
人
汝
ヲ
殺
ス
ハ
。
本
我
等ラ

カ
殺コ

ロ

ス
ニ
ア

ラ
ズ
。
前
日
陸リ

ク

虞グ

侯コ
ウ

カ
高カ

ウ

太タ
イ

尉イ

ノ
命メ

イ

ヲ
奉

ウ
ケ
タ
マ
ハ
ツテ

堅カ
タ

ク
我
等ラ

二
人
ニ
仰
セ
。
乃
チ
此
所
ニ
於
テ
汝
ヲ
殺コ

ロ

サ
シ
ム
。
汝
必
ス
誤ア

タ

テ
我
等ラ

二
人
ヲ
怨
ム
ル
コ
ト
ナ
カ
レ
。
明メ

イ

年
ノ
今
月
今
日
ハ
。
汝
カ
一
周シ

ウ
ク
ハ
イ回

ナ
リ
。
我
肯ア

ヘ

テ
汝
カ
爲
ニ
香カ

ウ
シ
ヨ
ク燭

ヲ
供ソ

ナ
ヘテ

祭マ
ツ

ル
ベ
シ
。
林
冲
コ

レ
ヲ
聞キ

コ

テ
泪ナ

ミ
タヲ

流ナ
カ

シ
テ
云
ケ
ル
ハ
。
我
两リ

ヤ
ウ
コ
ウ公

ト
ハ
昔ム

カ
シ日

ヨ
リ
讎ア

タ

モ
ナ
ク
怨ウ

ラ
ミモ

ナ
シ
。
若モ

シ

今
日
ノ
命メ

イ

ヲ
曲マ

ゲ

テ
救ス

ク

ヒ
玉
ハ
ヽ
此
恩ヲ

ン

心
ニ

銘シ
ル

シ
骨
ニ
鏤エ

リ
。
終ミ

ヲ
ヲ
フ
ル身

マ
テ
忘ワ

ス
ルル

コ
ト
ア
ル
マ
シ
。

【
画
伝
】（
巻
之
九
）

薛せ
つ

覇は

は
腰こ

し

よ
り
一ひ

と

條す
ぢ

の
索な

子は

を
解と

き
お
ろ下

し
。
林り

ん

冲ち
う

が
手
を
連つ

ら
ね。

脚あ
し

を
帯し

め

。
枷

く
び
か
せと

と
も
に
緊き

び

々し
く

的い
ま

縛し
め

て
樹き

に
繋つ

な

ぎ
住と

ゞ
め。

二
人
齊ひ

と

し
く
水せ

い

火ば
い

棒ぼ
う

を
引ひ

き

提さ
げ

つ
ゝ
。
林
冲
に
對む

か
ひて

い
ふ
や
う
。
こ
れ
わ
が
私

わ
た
く
しに

殺
す
に
あ
ら
ず
。
前さ

き

日の
ひ

京み
や
こ師

を
出
る
と
き
。
彼か

の

陸り
く

虞ぐ

侯こ
う

陸り
く

謙け
ん

が
。

高か
う

太た
い

尉ゐ

の
鈞お

ふ
せ旨

を
傳つ

た

へ
。
我わ

れ

們〳
〵

兩ふ
た
り箇

に
分さ

し
づ付

し
て
。
こ
ゝ
に
て
密ひ

そ
かに

汝な
ん
ぢを

結う
し
な
ひ果

。
金き

ん
い
ん印

を
掲は

ぎ
き
た來

れ
と
。
只ひ

た
す
ら顧

托た
の

み
聞き

こ

え
し
程ほ

ど

に
。

已や
む

こ
と
を
得
ず
か
く
の
如
し
。
汝な

ん
ぢか

な
ら
ず
し
も
我わ

れ

們〳
〵

を
う
ら
む
る
こ
と
な
く
。
只た

ゞ

死ぢ
や
う
が
う

数
と
あ
き
ら
め
よ
。
明み

や
う
ね
ん年

の
今こ

ん

日に
ち

は
。
こ

れ
汝な

ん
じが

周い
つ
し
う
き年

な
り
。
憐

あ
は
れ
むべ

し
〳
〵
。
そ
の
日に

ち

限げ
ん

を
定さ

だ
めた

れ
ば
。
太た

い

尉ゐ

も
さ
こ
そ
等ま

ち

給
は
め
。
覺か

く

期ご

せ
よ
と
い
ひ
も
あ
へ
ず
。
既す

で

に

打う
た

ん
と
前す

ゝ

み
向む

か

へ
ば
。
林
冲
今
は
と
思
ひ
た
え
し
が
。
な
ほ
言こ

と
ば語

を
和や

は
らげ

て
い
ふ
や
う
上お

の
〳下〵

と
小そ

れ

人が
し

は
。
往さ

き

日の
ひ

些ち
と

の
讎あ

だ

も
な
く
。

近ち
か

日ご
ろ

又
寃う

ら
みも

な
し
。
只た

ゞ

救す
く

ひ
が
た
き
を
救す

く

ひ
給
は
ゞ
。
生し

よ
う
〳
〵々世よ

々ゝ
も
忘わ

す

れ
は
せ
じ
。

	

和
文
脈
は
『
画
伝
』
全
篇
に
わ
た
っ
て
見
受
け
ら
れ
る
特
徴
だ
が
、
白
話
語
彙
の
利
用
と
意
味
解
説
の
よ
う
な
傍
訓
の
付
与
は
初
期

（
５
）
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か
ら
顕
著
に
現
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
筆
者
は
注
（
3
）
の
前
稿
で
白
話
語
彙
の
識
別
基
準
を
究
明
す
る
際
に
、『
画
伝
』
中
の
白
話
語

彙
の
分
布
及
び
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
も
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、『
画
伝
』
に
見
ら
れ
る
白
話
語
彙
の
利
用
率
は
巻
を
重
ね
る
に
つ

れ
増
加
す
る
一
方
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
利
用
は
一
字
、
二
字
の
語
彙
に
止
ま
ら
ず
、
比
較
的
長
い
単
語
や
修
飾
語
を
伴
う
語
（
例
え

ば
右
の
例
文
中
の
「
緊き

び
し
く々

的い
ま
し
め縛

」
な
ど
）
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
傍
訓
に
関
し
て
は
、
最
初
は
音
読
み
や
古
語
が
多
く
用

い
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
数
も
次
第
に
減
り
、
代
わ
り
に
意
味
解
説
の
よ
う
な
注
釈
や
俗
語
が
当
て
ら
れ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
変
化
か
ら
、
筆
者
は
生
涯
白
話
の
師
を
持
た
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
馬
琴
が
『
画
伝
』
の
執
筆
作
業
を
通
し
て
自
ら
白
話
の
知
識
を

学
習
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
立
て
た
。
が
、
馬
琴
が
最
初
か
ら
読
本
作
家
を
目
指
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
彼
は
い
つ
中
国
小
説
と
出
会
い
、
白
話
小
説
を
用
い
て
読
本
創
作
を
始
め
た
の
か
、
先
論
を
踏
ま
え
な

が
ら
整
理
し
て
み
よ
う
。

一
、
黄
表
紙
作
者
か
ら
読
本
作
家
へ
の
転
換

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
秋
に
、
馬
琴
は
酒
一
樽
を
携
え
て
山
東
京
伝
を
訪
ね
、
そ
し
て
京
伝
の
世
話
に
よ
っ
て
同
三
年
に
黄
表
紙

処
女
作
『
尽

つ
か
い

用は
た

而し
て

二に

分ぶ

狂き
ょ
う
げ
ん言

』
を
刊
行
し
た
。
黄
表
紙
は
周
知
の
如
く
、
草
双
紙
の
一
種
、
知
的
で
ナ
ン
セ
ン
ス
な
笑
い
と
当
時
の
江

戸
市
井
の
現
実
生
活
を
踏
ま
え
た
写
実
性
が
特
徴
で
あ
る
。【
表
一
】
は
馬
琴
が
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
か
ら
享
和
二
年
（
一
八
〇

二
）
ま
で
に
刊
行
し
た
著
作
の
ま
と
め
で
あ
る
。
一
見
し
て
、
寛
政
期
に
お
け
る
馬
琴
の
創
作
活
動
は
黄
表
紙
を
中
心
に
展
開
し
て
お

り
、
彼
の
理
想
と
す
る
文
学
は
中
国
小
説
で
は
な
い
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

ま
た
、
尾
崎
久
彌
氏
が
「
馬
琴
初
期
の
芝
居
好
」
に
お
い
て
、「
彼
は
、
十
一
、
二
歳
の
頃
は
、
書
賈
の
た
め
に
筆
耕
し
、
そ
の
代
と

し
て
書
籍
を
借
り
、
印
行
の
浄
瑠
璃
本
、
そ
の
大
方
を
読
み
果
て
た
」
と
述
べ
、
馬
琴
の
黄
表
紙
作
品
『
松

ま
つ
の

株か
ぶ

木き

三み

階か
い

奇き

談だ
ん

』（
享
和

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）
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四
年
〔
一
八
〇
四
〕
刊
）
の

文
末
評
に
は
、「
し
ば
い
も
又

欲
界
の
仙
窟
と
い
ふ
べ
し
」

と
い
う
一
文
が
見
ら
れ
る
。

享
和
頃
の
馬
琴
は
中
国
小
説

よ
り
む
し
ろ
演
劇
に
強
い
親

近
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
服

部
仁
氏
は
「
曲
亭
馬
琴
、
そ

の
文
体
の
確
立

―
初
期
の

戯
曲
性
よ
り

―
」
で
馬
琴

中
本
型
読
本
作
品
『
曲
亭
伝

奇
花
釵
児
』（
享
和
四
年
刊
）

の
序
文
を
引
用
し
つ
つ
、「
享

和
年
間
の
馬
琴
の
文
学
上
の

二
大
目
標
と
言
う
べ
き
も
の

は
、
唐
土
の
李
漁
（
李
笠
翁
）

と
平
安
の
近
松
門
左
衛
門
で

あ
っ
た
」
こ
と
を
断
言
す
る
。

（
10
）

【
表
一
】
馬
琴
の
創
作
活
動
（
寛
政
三
年
～
享
和
二
年
）

元
号
／
西
暦

書　

型

著　
　

作

寛
政
三
／1791

草
双
紙（
黄
表
紙
）
尽
用
而
二
分
狂
言

寛
政
四
／1792

黄
表
紙

実
語
教
幼
稚
講
釈
、
花
春
虱
道
行

寛
政
五
／1793
黄
表
紙

龍
宮
羶
鉢
木
、
登
坂
宝
山
道
、
御
茶
漬
十
二
因
縁
、
ほ
か
四
作
品

噺
本

笑
府
衿
裂
米

寛
政
六
／1794

黄
表
紙

福
寿
海
无
量
品
玉

寛
政
七
／1795

黄
表
紙

心
学
晦
荘
子

寛
政
八
／1796

黄
表
紙

四
遍
搨
心
学
草
紙
、
報
復
讐
瀬
狂
夫
、
堪
忍
五
両
金
言
語
、
ほ
か
三
作
品

読
本
（
中
本
）

高
尾
船
字
文

寛
政
九
／1797

黄
表
紙

安
部
清
兵
衛
一
代
八
卦
、
加
古
川
本
蔵
綱
目
、
楠
正
成
軍
慮
智
恵
輪
、
ほ
か
八
作
品

寛
政
十
／1798

黄
表
紙

大
雑
書
抜
萃
縁
組
、
足
利
染
拾
遺
雛
形
、
麁
想
案
文
当
字
揃
、
ほ
か
四
作
品

寛
政
十
一
／

1799

黄
表
紙

料
理
茶
話
即
席
説
、
无
茶
尽
押
兵
、
世
諺
口
紺
屋
雛
形
、
ほ
か
四
作
品

噺
本

戯
聞
塩
槑
余
史

寛
政
十
二
／

1800

黄
表
紙

備
前
擂
盆
一
代
記
、
人
間
万
事
塞
翁
馬
、
胴
人
形
肢
体
機
関
、
ほ
か
四
作
品

浄
瑠
璃

化
競
丑
満
鐘

滑
稽
本

戯
子
名
所
図
会

絵
本

俳
優
卅
二
相

そ
の
他

国
尽
女
文
章
、
山
東
弌
凬
煙
管
簿

享
和
元
／1801

黄
表
紙

足
手
書
草
紙
画
賦
、
買
飴
紙
鳶
野
弄
話
、
教
訓
跡
祭
戯
草
、
ほ
か
七
作
品

絵
本

画
本
武
王
軍
談

享
和
二
／1802

黄
表
紙

養
得
茹
名
鳥
図
会
、
種
蒔
三
世
相
、
世
帯
評
判
記
、
ほ
か
四
作
品

随
筆

羇
旅
漫
録

101

『
新
編
水
滸
画
伝
』
の
執
筆
か
ら
見
た
曲
亭
馬
琴
の
白
話
学
習﻿



そ
れ
で
は
、
馬
琴
は
い
つ
中
国
小
説
と
出
会
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
中
村
幸
彦
氏
に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。

享
和
二
年
の
上
方
旅
行
は
、
彼
に
上
方
出
版
界
や
小
説
界
の
動
静
を
知
ら
し
め
る
こ
と
で
、
多
く
の
利
益
を
も
た
ら
し
た
…
…
上

方
の
民
間
に
は
、
中
国
小
説
の
愛
好
家
の
層
が
厚
い
こ
と
を
も
こ
の
時
に
知
っ
た
。『
羇
旅
漫
録
』
中
で
彼
が
挙
げ
た
人
々
の
中
か

ら
も
、
松
波
酊
齋
、
田
宮
仲
宣
、
畑
橘
洲
、
皆
川
淇
園
、
上
田
秋
成
、
畠
中
銅
脈
、
木
村
蒹
葭
堂
ら
が
あ
り
、
後
年
、
馬
琴
の
読

本
に
序
跋
し
た
馬
田
柳
浪
や
友
石
主
人
な
ど
も
、
そ
の
時
の
知
人
に
し
て
小
説
通
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
噂
を
聞
き
、
或

は
直
接
に
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
小
説
の
知
識
を
得
る
と
共
に
、
中
国
白
話
文
学
に
親
し
む
こ
と
が
読
本
作
法
の
秘
鍵
を
開

く
こ
と
を
確
信
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
弓
張
月
』
に
用
い
た
陳
忱
の
『
水
滸
後
伝
』
も
、
そ
の
旅
中
、
名
古
屋
の
守
随
家
の
蔵
書
を

抄
記
し
、
大
阪
の
馬
田
柳
浪
か
ら
聞
い
た
所
の
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
上
方
旅
行
（
享
和
二
年
〔
一
八
〇
二
〕
五
月
か
ら
八
月
の
間
）
は
、
馬
琴
が
京
伝
の
書
画
を
売
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
金

銭
を
旅
費
に
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
遊
歴
中
に
、
大
田
南
畝
の
紹
介
状
を
介
し
て
多
く
の
上
方
の
小
説
通
や
版
元
と
知
り
合
い
（
橋

本
経
亮
ら
南
畝
の
紹
介
で
は
な
い
者
も
い
る
）、
彼
ら
と
接
触
し
た
こ
と
は
、
一
八
〇
〇
年
前
後
の
京
阪
の
出
版
界
、
小
説
界
の
動
向
を

馬
琴
に
知
ら
し
め
た
と
同
時
に
、
彼
の
小
説
執
筆
意
欲
を
も
掻
き
立
て
た
。
文
化
二
年
（
一
八
〇
四
）
刊
の
半
紙
本
型
読
本
初
作
『
復

讐
月
氷
奇
縁
』
は
ま
さ
し
く
彼
が
上
方
旅
行
の
折
に
、
大
阪
の
板
元
・
河
内
屋
太
助
と
出
版
契
約
を
交
わ
し
た
も
の
で
あ
り
、
馬
琴
は

『
月
氷
奇
縁
』
を
契
機
と
し
て
半
紙
本
読
本
の
執
筆
を
重
ね
、
後
年
の
『
椿
説
弓
張
月
』
の
刊
行
へ
と
至
っ
た
の
で
あ
る
と
い
う
。

【
表
二
】
は
上
方
旅
行
後
、
馬
琴
が
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
ま
で
に
刊
行
し
た
著
作
の
一
覧
で
あ
る
。
上
方
旅
行
を
境
に
、
黄
表
紙

作
品
の
数
が
次
第
に
減
り
、
代
わ
り
に
中
本
、
半
紙
本
型
読
本
の
数
が
増
え
る
一
方
で
あ
る
こ
と
は
一
瞥
し
て
明
白
で
あ
る
。

ま
た
、
馬
琴
の
中
国
小
説
へ
の
関
心
が
深
ま
っ
た
証
拠
と
し
て
、『
月
氷
奇
縁
』
と
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
画
伝
』
が
挙
げ
ら
れ
よ

う
。『
画
伝
』
初
編
前
帙
の
冒
頭
に
は
「
訳
水
滸
辯
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、
中
に
は
「
金
聖
歎
が
外
書
」（『
水
滸
伝
』
七
十
回
金
聖
歎

本
の
序
文
の
こ
と
）
に
い
う
水
滸
伝
の
十
三
箇
の
文
法
の
抄
出
の
ほ
か
に
、『
水
滸
伝
』
の
作
者
や
『
水
滸
伝
』
の
版
本
問
題
に
つ
い
て

（
11
）

（
12
）

（
13
）
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の
言
及
も
認
め
ら
れ
る
。

『
画
伝
』
を
執
筆
す
る
に
あ

た
っ
て
、
馬
琴
が
あ
る
程

度
『
水
滸
伝
』
を
研
究
し

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

以
上
、
馬
琴
の
黄
表
紙

作
者
か
ら
読
本
作
家
へ
の

転
換
を
確
認
し
た
。
さ
て
、

こ
の
過
渡
期
の
真
っ
最
中

に
行
っ
た
『
画
伝
』
の
執

筆
は
、
馬
琴
生
涯
の
創
作

活
動
に
お
い
て
、
い
か
な

る
役
割
を
担
っ
て
い
る
の

か
。
次
節
で
は
、
白
話
文

法
の
中
で
最
も
用
法
が
多

岐
に
わ
た
る
と
言
わ
れ
る

虚
字
「
将
」
の
用
法
に
焦

点
を
当
て
、
そ
れ
が
『
画

伝
』
で
い
か
に
翻
訳
さ
れ

【
表
二
】
馬
琴
の
創
作
活
動
（
享
和
三
年
～
文
化
五
年
）

元
号
／
西
暦

書　

型

著　
　

作

寛
政
八
／1796

読
本
（
中
本
）

高
尾
船
字
文

　

…
　

…

　
　

…

享
和
三
／1803
草
双
紙（
黄
表
紙
）
臍
沸
西
遊
記
、
陰
兼
陽
珍
紋
図
彙
、
俟
待
開
帳
話
、
ほ
か
一
作
品

そ
の
他

俳
諧
歳
時
記
、
醴
新
書

享
和
四
・
文
化

元
／1804

草
双
紙（
黄
表
紙
）
松
株
木
三
階
奇
談
、
敵
討
二
人
長
兵
衛
、
五
人
拍
鄙
言
、
ほ
か
二
作
品

読
本
（
中
本
）

小
説
比
翼
文
、
曲
亭
伝
奇
花
釵
児

絵
本

絵
本
漢
楚
軍
談

随
筆

蓑
笠
雨
段

浄
瑠
璃

雩
雲
の
道
行

文
化
二
／1805

草
双
紙（
黄
表
紙
）
妙
黄
粉
こ
ご
め
道
明
寺
、
復
讐
阿
姑
射
之
松
前
編
、
奉
打
札
所
誓
、
ほ
か
一
作
品

読
本
（
中
本
）

復
讐
奇
談
稚
枝
鳩
、
石
言
遺
響
、
四
天
王
剿
盗
異
録

読
本
（
半
紙
本
）
復
讐
月
氷
奇
縁
、
新
編
水
滸
画
伝
初
編
前
帙

文
化
三
／1806

草
双
紙（
黄
表
紙
）
敵
討
鼎
壮
夫
、
武
者
修
行
木
斎
伝
、
大
師
河
原
撫
子
話
、
ほ
か
一
作
品

読
本
（
中
本
）

盆
石
皿
山
記
前
編
、
敵
討
誰
也
行
燈
、
刈
萱
後
伝
玉
櫛
笥

読
本
（
半
紙
本
）
勧
善
常
世
物
語
、
富
士
浅
間
三
国
一
夜
物
語
、
標
注
園
の
雪

文
化
四
／1807

草
双
紙
（
合
巻
）
敵
討
鼓
瀑
布
、
敵
討
岬
幽
壑
、
嶋
村
蟹
水
門
仇
討
、
ほ
か
一
作
品

読
本
（
中
本
）

敵
討
裏
見
葛
葉
、
盆
石
皿
山
記
後
編

読
本
（
半
紙
本
）
新
編
水
滸
画
伝
前
編
後
帙
、
椿
説
弓
張
月
前
編
、
隅
田
川
梅
柳
新
書
、
新
累
解
脱
物
語

文
化
五
／1808

草
双
紙
（
合
巻
）
敵
討
白
鳥
関
、
歌
舞
伎
伝
介
忠
義
説
話
、
敵
討
児
手
柏
、
ほ
か
一
作
品

読
本
（
中
本
）

敵
討
枕
石
夜
話
、
巷
談
坡
隄
庵

読
本
（
半
紙
本
）
括
頭
巾
縮
緬
帋
衣
、
椿
説
弓
張
月
後
編
、
続
編
、
雲
妙
間
雨
夜
月
、
ほ
か
五
作
品
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て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
述
し
た
筆
者
の
仮
説
（
馬
琴
は
『
画
伝
』
の
執
筆
作
業
を
通
し
て
白
話
学
習
を
し
て
い

た
）
を
立
証
し
、
馬
琴
の
白
話
学
習
過
程
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。

二
、
虚
字
「
将
」
の
理
解
と
馬
琴
の
白
話
学
習

中
国
の
近
世
語
に
あ
ら
わ
れ
た
「
将
」
の
使
い
方
（
名
詞
・
動
詞
の
場
合
を
除
い
て
）
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は

「
把
、
拿
」
に
あ
た
り
、
単
独
に
用
い
ら
れ
、
関
係
詞
の
機
能
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
一
つ
は
動
詞
の
後
に
附
加
さ
れ
、
意
味
の
な
い
語

助
詞
と
し
て
、「
動
詞
―
将
―〔
目
的
語
〕―
補
語
」
と
い
う
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

一
つ
目
の
用
法
は
【
資
料
一
】
に
示
す
通
り
、
馬
琴
旧
蔵
和
刻
本
『
忠
義
水
滸
伝
』
の
上
方
欄
外
の
書
き
入
れ
（
馬
琴
に
先
立
つ
所

蔵
者
が
『
忠
義
水
滸
伝
解
』『
俗
語
解
』『
名
物
六
帖
』
な
ど
の
唐
話
辞
書
、『
言
鯖
』
な
ど
の
漢
籍
か
ら
抄
記
し
た
も
の
、
馬
琴
は
こ
れ

ら
の
書
き
入
れ
を
参
照
し
つ
つ
『
画
伝
』
を
執
筆
し
た
と
考
え
ら
れ
る
）
に
詳
細
な
注
釈
が
あ
り
、
か
つ
、
馬
琴
も
適
切
に
訳
し
た
と

見
え
る
た
め
、
こ
こ
で
は
三
例
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
。

【
資
料
一
】
馬
琴
旧
蔵
和
刻
本
『
忠
義
水
滸
伝
』
第
一
回
（
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
桜
山
文
庫
蔵
本
よ
り
一
部
抜
粋
、
以
下
同
様
）

将
丹
詔
将
ノ
字
和
訓
ノ
付
様
無
故
ニ
古
来
ヨ
リ
以
テ
ト
訓
来
レ
リ
然
シ

ナ
ガ
ラ
以
テ
ト
訓
シ
テ
ハ
重
ク
聞
ユ
ル
ナ
リ
只
丹
詔
ヲ
ト
云
テ
テ
ニ
ヲ

ワ
字
ト
心
得
ベ
シ

（
14
）

（
15
）
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把
捉
将
ノ
三
字
ハ
大
様
同
じ
気
味
ニ
テ
何
々
ヲ
ト
云
テ
ニ
ヲ
ハ
ノ
辞

ナ
リ

将
ノ
字
付
ケ
字
ナ
リ
以
ノ
字
ニ
似
テ
違
フ
ナ
リ
又
ナ
ガ
ラ
ト
訳
ス
ル
ト
コ
ロ
ア
リ

ト
云
ハ
ア
シ
ヽ

例
文
⑴

【
水
滸
】（
第
一
回
）�

先
把
封
皮
掲
了
、
┃

将
┇ 
鉄
鎚
打
開
大
鎻
。

	
	

ま
ず
封
印
を
剥
が
し
た
上
で
、
鉄
鎚
で
鎖
を
叩
き
切
ら
せ
ま
し
た
。

【
画
伝
】（
巻
之
一
）�

ま
づ
封ふ

皮う

を
剥は

ぎ

と
り
。
鐵か

な

鎚つ
ち 

┃

を
も
て
┇ 

件く
だ
んの

鎖じ
よ
うを

打う
ち
く
だ碎

き
。

例
文
⑵

【
水
滸
】（
第
二
回
）�

便 

┃

将
┇ 

氣
毬
那
字
去
了
毛
傍
、
添
作
立
人
、
便
攺
作
姓
高
名
俅
。

	
	

ま
り
を
意
味
す
る
「
毬
」
か
ら
毛
偏
を
取
っ
て
人
偏
を
つ
け
て
、
姓
を
高
、
名
を
俅
と
改
め
た
と
い
う
次
第
で
す
。

【
画
伝
】（
巻
之
二
）�

毬き
う

の
字
の
毛け

偏へ
ん 

┃

を
┇ 

人に
ん

偏べ
ん

に
書か

き
あ
ら
た更

め
。
み
づ
か
ら
高こ

う

俅き
う

と
名な

の
り告

け
り
。

例
文
⑶

【
水
滸
】（
第
二
回
）�

李
吉
拿
起
頗
識
幾
字
、 ┃
将
┇ 

書
拆
開
看
時
、
見
上
面
冩
着
少
華
山
朱
武
陳
達
楊
春
。

	
	

李
吉
は
手
に
取
る
と
、
少
し
は
字
も
読
め
ま
し
た
の
で
、
手
紙
を
開
い
て
見
て
み
れ
ば
、
そ
こ
に
は
少
華
山
の
朱
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武
・
陳
達
・
楊
春
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

【
画
伝
】（
巻
之
三
）�

こ
の
李
吉
元ぐ

わ
ん
ら
い来

少す
こ

し
は
文
字
を
も
し
り
て
け
れ
ば
。
そ
の
書し

よ 

┃

を
┇ 

押
し
ひ
ら
き
て
讀よ

む

に
。
上う

は
が
き

面
寫
に
少

し
よ
う
く
わ
ざ
ん

華
山
朱し

ゆ

武ぶ

。

陳ち
ん

達た
つ

。
楊よ

う
し
ゆ
ん春

と
あ
り
て
。

	

注
目
さ
れ
る
の
は
「
将
」
の
二
つ
目
の
用
法
の
翻
訳
で
あ
る
。
動
詞
の
後
に
附
加
さ
れ
語
助
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
将
」
は
『
水

滸
伝
』
第
一
回
に
初
出
す
る
。
が
し
か
し
、
馬
琴
旧
蔵
本
に
は
当
該
部
分
に
関
す
る
書
き
入
れ
が
な
く
、
馬
琴
は
た
だ
例
文
⑷
の
通
り
、

「
請
将
下
來
（
下
ま
で
お
呼
び
す
る
）」
を
「
呼
下
（
よ
び
く
だ
す
）」
に
意
訳
し
た
だ
け
で
、「
将
」
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。

例
文
⑷

【
水
滸
】（
第
一
回
）�

太
尉
再
問
眞
人
道
、
旣
然
天
師
在
山
頂
菴
中
、
何
不
着
人 

┃

請
将
下
來
┇ 

相
見
、
開
宣
丹
詔
。

	
	

太
尉
が
あ
ら
た
め
て
真
人
に
尋
ね
ま
す
に
は
、「
天
師
さ
ま
が
山
頂
の
庵
に
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
人
を

や
っ
て
お
招
き
し
て
お
目
に
か
か
っ
た
上
で
、
詔
を
読
み
上
げ
れ
ば
よ
か
ろ
う
。」

【
画
伝
】（
巻
之
一
）�

ふ
た
ゝ
び
住ぢ

う

持ぢ

に
對む

か

ひ
て
い
ふ
や
う
。
張
天
師
も
し
巓と

ふ
げの

草さ
う

菴あ
ん

に
在い

ま

さ
ば
。
な
ど
て 

┃

呼よ
び

下く
だ

┇ 

さ
ゞ
る
や
ら
ん
と
問

ふ
に
。

	

馬
琴
が
初
め
て
「
動
詞
―
将
―
補
語
」
と
い
う
用
法
を
意
識
し
て
訳
し
た
の
は
、
例
文
⑸
『
画
伝
』
巻
之
五
に
お
い
て
で
あ
る
。
原

文
「
搬
将
盒
子
入
方
丈
來
（
箱
を
方
丈
に
運
び
込
み
ま
し
た
）」
に
対
し
て
、
馬
琴
は
「
禮れ

い

物も
の

を
搬は

こ
び将

来き
た

り
て
」
と
訳
す
る
。「
将
」
を

動
詞
の
後
に
付
け
、
か
つ
訳
出
し
な
い
点
か
ら
察
す
る
に
、
馬
琴
は
あ
る
程
度
「
将
」
の
こ
の
用
法
を
理
解
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
（
完

璧
に
理
解
し
た
と
言
い
切
れ
な
い
の
は
、「
は
こ
び
き
た
る
」
の
「
き
た
る
」
が
動
詞
に
あ
た
る
か
ど
う
か
が
判
別
し
難
い
た
め
で
あ
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る
。「
は
こ
び
く
る
」
で
あ
れ
ば
「
も
っ
て
く
る
」
同
様
「
く
る
」
は
補
助
動
詞
で
、
不
適
切
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
）。
馬
琴

旧
蔵
和
刻
本
の
当
該
箇
所
を
確
認
す
る
と
、【
資
料
一
】
の
よ
う
な
詳
細
な
注
釈
こ
そ
見
当
た
ら
な
い
が
、「
搬
」
の
右
行
間
に
「
ハ
コ

ブ
」
と
注
さ
れ
て
い
る
上
に
、
行
の
変
わ
り
目
で
見
づ
ら
い
が
「
搬
」
と
「
将
」
の
間
に
は
合
符
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
（【
資
料
二
】）。

馬
琴
も
こ
れ
に
従
っ
て
「
搬
将
」
を
一
語
と
み
な
し
、「
は
こ
び
」
と
読
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

例
文
⑸

【
水
滸
】（
第
四
回
）�

莊
客
把
轎
子
安
頓
了
、
一
齊 

┃

搬
将
盒
子
入
方
丈
來
┇ 

。

	
	

作
男
は
駕
籠
を
か
た
づ
け
て
か
ら
、
一
緒
に
箱
を
方
丈
に
運
び
込
み
ま
し
た
。

【
画
伝
】（
巻
之
五
）�

員
外
の
荘し

も
べ客

ど
も
。
彼
の 

┃

禮れ
い

物も
の

を
搬は

こ
び将

来き
た

り
て
┇ 

。

【
資
料
二
】
馬
琴
旧
蔵
和
刻
本
『
忠
義
水
滸
伝
』
第
四
回

	

次
の
用
例
は
『
水
滸
伝
』
第
五
回
、
魯
智
深
が
桃
花
山
の
二
人
の
ケ
チ
さ
を
嫌
っ
て
、
山
の
裏
か
ら
転
げ
落
ち
去
っ
て
い
く
場
面
に

つ
い
て
の
描
写
で
あ
る
。
当
該
部
分
に
関
連
す
る
書
き
入
れ
は
確
認
で
き
な
い
が
、
馬
琴
は
原
文
の
「
滚
将
下
去
（
転
が
り
落
ち
て
い

く
）」
を
「
滾こ

ろ
び
お
ち

将
下
ん
」
と
読
む
。
原
文
に
あ
っ
た
方
向
補
語
「
去
」
が
削
除
さ
れ
、「
下
」
は
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、「
滚

将
」
を
一
語
と
し
て
「
こ
ろ
び
」
と
読
ま
せ
た
の
は
、
例
文
⑸
で
の
学
習
の
成
果
で
は
な
い
か
と
察
せ
ら
れ
る
。
ま
た
「
下
」
を
残
し

た
の
は
、
前
後
の
文
脈
か
ら
推
量
し
た
意
訳
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
も
し
か
す
る
と
、
馬
琴
が
「
動
詞
―
将
―
？
」
と
い
う

構
造
を
感
知
し
た
が
、「
将
」
の
後
ろ
が
補
語
で
あ
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
は
知
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

107

『
新
編
水
滸
画
伝
』
の
執
筆
か
ら
見
た
曲
亭
馬
琴
の
白
話
学
習﻿



例
文
⑹

【
水
滸
】（
第
五
回
）�

不
如
就
此
間 

┃

滚
将
下
去
┇ （
こ
こ
を
転
が
り
落
ち
て
い
く
ほ
う
が
い
い
や
）。

【
画
伝
】（
巻
之
七
）�

┃

滾こ
ろ
び
お
ち

将
下
ん
┇ 

と
思し

案あ
ん

し
つ
。

	

と
こ
ろ
で
例
文
⑺
の
よ
う
に
、
書
き
入
れ
「
掣
将
（
ヒ
キ
ヌ
キ
）」
が
あ
り
な
が
ら
、
馬
琴
が
そ
れ
に
従
わ
ず
「
ぬ
き
も
ち
」
と
訓
じ

て
い
る
用
例
も
見
受
け
ら
れ
る
（「
ヒ
キ
ヌ
キ
」
と
い
う
左
訓
が
ど
こ
ま
で
か
か
っ
て
い
る
の
か
は
特
定
し
難
い
。
一
見
し
て
「
掣
将
」

の
二
文
字
に
対
す
る
傍
注
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、「
出
來
」
ま
で
か
か
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
た
だ
し
、『
画
伝
』
の
翻

訳
文
を
見
る
に
、
馬
琴
は
明
ら
か
に
「
出
來
」
を
独
立
し
た
別
の
動
詞
と
し
て
理
解
し
て
お
り
、
彼
は
こ
の
注
釈
に
気
づ
か
な
か
っ
た

か
、
気
づ
い
た
と
し
て
も
「
掣
将
」
の
み
に
対
す
る
も
の
と
と
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）。

例
文
⑺

【
水
滸
】（
第
七
回
）�

那
漢
颼
的
把
那
口
刀 

┃

掣
将
出
來
┇ 

、
明
晃
晃
的
奪
人
眼
目
。

	
	

か
の
男
サ
ッ
と
あ
の
刀
を
抜
き
放
て
ば
、
き
ら
き
ら
と
目
を
奪
い
ま
す
。

【
画
伝
】（
巻
之
八
）�

彼
の
漢を

と
こは

件く
だ
んの

劔つ
る
ぎを

す
ら
り
と 

┃

掣ぬ
き

将も
ち

て
さ
し
出
だ
す
┇ 

に
。
明め

い

晃く
わ
う

々〳
〵

と
し
て
夏な

つ

な
ほ
寒さ

む

し
。

【
資
料
三
】
馬
琴
旧
蔵
和
刻
本
『
忠
義
水
滸
伝
』
第
七
回

	

そ
し
て
例
文
⑻
で
は
馬
琴
は
「
飛
将
來
」
を
「
飛と

び

将も
て

来き
た

り
」
と
読
ん
で
い
る
。
旧
蔵
本
で
は
こ
の
部
分
に
対
す
る
書
き
込
み
は
認
め

108

文
学
研
究

　
第
百
二
十
一
輯



ら
れ
な
い
。「
飛
将
來
」
の
場
合
「
将
」
は
接
続
助
詞
「
も
て
」
と
解
釈
で
き
る
が
、
例
文
⑺
「
掣
将
出
來
」
の
「
将
」
に
つ
い
て
は
、

馬
琴
は
明
ら
か
に
こ
れ
を
動
詞
と
見
な
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、「
ぬ
き
も
ち
て
さ
し
い
だ
す
」
と
い
う
い
さ
さ
か
的
外
れ
な
訳
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
例
文
⑸
、
⑹
の
翻
訳
を
通
し
て
あ
る
程
度
「
動
詞
―
将
―
補
語
」
の
用
法
を
理
解
し
た
と
推
測
さ
れ
る
馬
琴
が
、「
掣
将

（
ヒ
キ
ヌ
キ
）」
と
い
う
書
き
入
れ
も
存
す
る
本
例
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
処
置
を
施
し
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
。
一
つ
考
え
ら
れ
る

の
は
、
例
文
⑺
の
直
後
に
あ
る
「
将
出
來
（
持
ち
出
す
）」（
例
文
⑼
。「
将
」
の
前
に
は
動
詞
が
な
く
、「
拿
」
と
同
義
）
に
つ
ら
れ
て

誤
訳
し
た
可
能
性
で
あ
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
こ
の
時
点
の
馬
琴
は
ま
だ
虚
字
「
将
」
の
二
つ
目
の
用
法
を
十
分
に
把
握
し
き
れ
て
い
な

い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

例
文
⑻

【
水
滸
】（
第
九
回
）�

只
見
松
樹
背
後
雷
鳴
也
似
一
聲
、
那
條
鉄
禪
杖 

┃

飛
将
來
┇ 

、
把
這
水
火
棍
一
隔
、
丢
去
九
霄
雲
外
。

	
	

み
た
と
こ
ろ
に
、
松
の
樹
の
後
ろ
か
ら
雷
鳴
の
よ
う
な
一
声
、
か
の
鉄
の
錫
杖
が
飛
ん
で
き
て
、
こ
の
水
火
棍
を

さ
え
ぎ
っ
て
天
の
果
て
ま
で
吹
っ
飛
ば
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

【
画
伝
】（
巻
之
九
）�

浩か
か
る
と
こ
ろ

處
に
松ま

つ

の
樹き

の
背う

し
ろ後

に
あ
た
り
て
。
雷

い
か
づ
ちの

鳴な
る

が
ご
と
く
。
一
聲こ

ゑ

高た
か

く
吼ほ

ゆ

る
と
や
が
て
。
鐵て

つ

の
禪か

せ

杖づ
え 

┃

飛と
び

将も
て

来き
た

り
┇ 

。

忽た
ち

地ま
ち

兩ふ
た

箇り

が
棍よ

り

棒ぼ
う

を
一ひ

と

陥は
ね

に
丟は

ね

落お
と

し
。

例
文
⑼

【
水
滸
】（
第
七
回
）�

那
漢
道
、
小
人
祖
上
留
下
、
因
爲
家
道
消
乏
、
没
奈
何 
┃

将
出
來
┇ 

賣
了
。

	
	

か
の
男
が
言
い
ま
す
、
わ
た
く
し
の
先
祖
が
残
し
た
品
で
す
が
、
家
が
落
ち
ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
や
む

な
く
持
ち
出
し
て
売
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

【
画
伝
】（
巻
之
八
）�

漢
子
答
へ
て
。
是
は
そ
れ
が
し
が
祖せ

ん
ぞ上

相さ
う

傳で
ん

の
寶ほ

う

劔け
ん

な
り
。
家し

ん

道せ
う

消お
と

乏ろ
へ

て
候
へ
ば
ぜ
ひ
な
く 

┃

将も
ち

出い
で

て
┇ 

賣
り
候
と
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い
ふ
。

	
さ
ら
に
例
文
⑽
に
お
い
て
馬
琴
は
「
掇
将
過
來
靠
了
門
（
持
っ
て
き
て
戸
に
立
て
か
け
ま
し
た
）」
を
「
掇ひ

ろ
ひ
と
り将

。
か
ろ
ら
か
に
過も

て

来き
た

り

て
門
に
靠よ

せ

了か
け

」
と
訳
出
す
る
。
つ
ま
り
、「
将
」
を
動
詞
と
と
っ
た
上
で
、「
掇
将
過
來
」
を
二
分
し
て
訳
文
に
ね
じ
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

書
き
入
れ
（【
資
料
四
】）
を
確
認
し
て
み
る
と
、「
掇
将
」
の
左
行
間
に
は
ま
さ
し
く
「
ヒ
ロ
イ
ト
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
馬
琴
は
単

に
書
き
入
れ
に
従
っ
て
、「
掇
将
」
を
一
語
と
し
「
ひ
ろ
ひ
と
り
」
と
読
み
、
残
り
の
「
過
來
」
を
無
理
矢
理
「
も
て
き
た
り
」
と
訓
じ

た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
可
能
性
も
否
め
な
い
が
、
馬
琴
が
「
掇
将
過
來
」
の
四
文
字
を
意
識
的
に
分
解
し
て
訳
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
類
似
す
る
翻
訳
の
仕
方
は
例
文
⑾
か
ら
も
見
出
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

例
文
⑽

【
水
滸
】（
第
十
回
）
再
把
門
𢲅
上
、
傍
邉
止
有
一
塊
大
石
頭
、
┃

掇
将
過
來
┇ 

靠
了
門
。

	
	

ま
た
戸
を
閉
め
る
と
、
横
に
は
大
き
な
石
が
一
つ
あ
る
ば
か
り
、
そ
れ
を
持
っ
て
き
て
戸
に
立
て
か
け
ま
し
た
。

【
画
伝
】（
巻
之
十
）�

又
門
を
拽ひ

き

よ
せ
て
𦾔も

と

の
ご
と
く
に
鎖と

ざ

し
。
那か

の
や
し
ろ廟

の
ほ
と
り
に
走は

し

り
つ
き
。
傍か

た
は
ら邊

に
一ひ

と

塊
か
た
ま
りの

石い

頭し

あ
る
を
見
て 

┃

掇ひ
ろ
ひ
と
り将

┇ 

。
か
ろ
ら
か
に 

┃

過も
て

来き
た

り
┇ 

て
門
に
靠よ

せ

了か
け

。

【
資
料
四
】
馬
琴
旧
蔵
和
刻
本
『
忠
義
水
滸
伝
』
第
十
回
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例
文
⑾

【
水
滸
】（
第
八
回
）�

脊
杖
二
十
、
┃

刺
配
┇ 

遠
惡
軍
州
（
背
中
の
棒
打
ち
二
十
、
入
れ
墨
し
て
遠
悪
の
軍
州
に
配
流
す
る
）。

【
画
伝
】（
巻
之
九
）�

背せ
な
かを

杖う
つ

こ
と
二
十
に
し
て
。
┃

刺
い
れ
ず
みし

て
┇ 

遠
悪
の
軍
州
へ 

┃

配な
が

し
┇ 

給
へ
…
。

【
資
料
五
】
馬
琴
旧
蔵
和
刻
本
『
忠
義
水
滸
伝
』
第
一
回

	

馬
琴
は
例
文
⑾
の
「
刺
配
」
を
「
刺

い
れ
ず
みし

て
…
配な

が

し
」
と
訳
出
す
る
。「
刺
配
」
は
確
か
に
い
れ
ず
み
の
上
遠
方
に
追
放
す
る
意
で
あ

り
、『
水
滸
伝
』
の
第
一
回
に
初
出
し
、「
イ
レ
ズ
ミ
シ
テ
流
ス
」
と
い
う
書
き
入
れ
も
確
認
で
き
る
（【
資
料
五
】）。
例
文
⑾
の
翻
訳
は

誤
訳
の
範
疇
に
は
な
い
が
、「
刺
」
を
「
い
れ
ず
み
」
と
解
し
て
単
独
的
に
用
い
る
用
例
は
こ
れ
以
外
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
博
覧
強
記

の
馬
琴
な
ら
一
度
訳
し
た
こ
と
の
あ
る
語
彙
は
覚
え
て
い
た
に
違
い
な
い
。
彼
は
意
図
的
に
「
刺
」
と
「
配
」
を
分
け
、「
刺
」
に
和
語

「
い
れ
ず
み
」
を
あ
て
、
新
た
な
意
味
を
担
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

注
（
3
）
の
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
馬
琴
の
読
本
に
は
漢
語
が
豊
富
に
使
用
さ
れ
、
ま
た
漢
語
自
体
に
も
特
殊
な
も
の
が
多
く
見

ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
決
し
て
突
如
起
こ
っ
た
現
象
で
は
な
く
、
馬
琴
が
中
国
白
話
小
説
を
用
い
て
創
作
活
動
を
行
う
際
に
、
白

話
語
彙
を
流
用
・
模
倣
す
る
こ
と
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。
実
際
『
画
伝
』
に
用
い
ら
れ
て
い
る
白
話
語
彙
を
み
れ
ば
、
一
字
、
二

字
の
単
語
に
と
ど
ま
ら
ず
、
巻
を
追
う
ご
と
に
「
不

さ
い
さ
き
よ
か
ら
ず

是
頭
」「 

匾ひ
ら
た
く
な
り

々
的
伏
」「
講ゑ

し
ゃ
く

了
禮
」「
省き

を
つ
か
わ
ざ
る
つ
と
め

氣
力
的
勾
當
」
な
ど
長
い
単
語
や
修
飾
語

を
伴
う
語
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
馬
琴
は
さ
ら
な
ら
挑
戦
を
試
み
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
白
話
語
彙
の
流
用
・
模
倣
か
ら
白
話
語
彙
の
分
解
・
再
創
作
へ
の
移
行
で
あ
る
。

例
文
⑽
の
「
掇
将
過
來
」
を
例
に
み
る
と
、「
掇
将
」
は
日
本
の
文
献
に
の
み
な
ら
ず
、
中
国
の
文
献
に
も
用
例
が
見
出
せ
ず
、「
過
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來
」
は
中
国
語
に
あ
る
も
の
の
、「
も
て
き
た
る
」
の
義
で
使
わ
れ
る
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
馬
琴
は
そ
れ
ぞ
れ
「
ひ
ろ

ひ
と
り
」「
も
て
き
た
り
」
と
読
ま
せ
て
い
る
。「
掇
将
」
に
は
書
き
入
れ
が
あ
る
た
め
、
そ
の
参
照
と
も
言
え
る
が
、「
過
來
」
に
「
も

て
き
た
り
」
を
あ
て
た
の
は
、
前
述
の
「
刺
」
同
様
、「
過
來
」
に
新
た
な
意
味
を
担
わ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、『
画
伝
』
の
執
筆
順
に
沿
っ
て
、
虚
字
「
将
」
の
翻
訳
の
諸
相
お
よ
び
馬
琴
の
白
話
語
彙
理
解
の
実
態
を
検
討
し
た
。
所
引
の

用
例
か
ら
察
す
る
に
、
執
筆
初
期
の
馬
琴
は
意
訳
を
中
心
に
翻
訳
作
業
を
進
め
、「
動
詞
―
将
―
補
語
」
と
い
う
用
法
に
は
全
く
触
れ
て

い
な
い
。
途
中
か
ら
は
書
き
入
れ
を
参
照
し
つ
つ
「
将
」
の
用
法
を
学
習
し
、
完
璧
に
理
解
し
た
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
積
極
的
に
翻

訳
に
生
か
す
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
、
彼
は
結
局
最
後
ま
で
「
将
」
の
用
法
を
把
握
し
き
れ
な
か
っ
た
と
見
え
る
。
そ
の
一
因
と
し
て
、

馬
琴
が
白
話
文
を
あ
る
程
度
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
書
き
入
れ
の
確
認
が
疎
か
に
な
り
、
或
い
は
一
時
的
で
は
あ
る
が
書

き
入
れ
に
頼
ら
ず
自
力
で
訳
そ
う
と
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、『
画
伝
』
に
は
的
確
に
翻
訳
で
き
て
い
る
箇
所
も
あ
れ

ば
、
や
や
見
当
違
い
の
翻
訳
が
な
さ
れ
た
箇
所
も
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
例
文
⑿
、「
回
（
買
う
）」
に
つ
い
て
は
書
き
入
れ
に
正
し

い
注
釈
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
馬
琴
は
「
う
つ
」
と
読
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。

例
文
⑿

【
原
文
】（
第
九
回
）�

喚
酒
保
買
五
七
斤
肉
、
打
兩
角
酒
來
吃
、 ┃
囘
┇ 

些
麪
來
打
餅
。

	
	

店
員
を
呼
ん
で
、
六
七
斤
の
肉
を
買
い
、
酒
を
二
角
つ
が
せ
て
飲
ん
で
、
小
麦
粉
を
買
っ
て
餅
を
作
ら
せ
ま
す
。

【
画
伝
】（
巻
之
九
）�

酒と
う
じ保

を
よ
び
て
。
五
七
斤き

ん

の
肉に

く

と
酒さ

け

を
沽か

ひ
。
又
麵

う
ど
ん
の
こを 

┃

回う
た

せ
て
┇ 
打む

ぎ

餅な
は

と
し
。
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【
資
料
六
】
馬
琴
旧
蔵
和
刻
本
『
忠
義
水
滸
伝
』
第
九
回

囘　

回
買
ト
テ
賣
物
ニ
テ
ナ
キ
モ
ノ
ヲ
所
望
シ
テ
買
事

ナ
リ

	

そ
し
て
翻
訳
の
終
盤
に
な
る
と
、
馬
琴
は
新
た
な
試
み
を
行
っ
た
。
彼
は
原
文
の
語
彙
を
随
意
に
分
解
す
る
と
と
も
に
、
前
後
の
文

脈
に
適
し
た
和
語
を
訓
に
当
て
、
そ
の
語
彙
に
本
来
存
在
し
な
い
意
味
を
担
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
新
し
い
語
彙
や
、
新
し
い
意
味
が
附
加
さ
れ
た
語
彙
が
馬
琴
独
自
の
用
語
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
更
な
る
考
察
の
必
要
が
あ
る
。

『
画
伝
』
初
編
前
帙
の
巻
末
で
は
「
新
編
水
滸
画
伝　

曲
亭
主
人
編
／
全
部
百
冊
／
追
々
出
來
」
と
予
告
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
馬

琴
は
当
初
『
画
伝
』
を
百
回
ま
で
翻
訳
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
初
編
刊
行
後
に
書
肆
衆
星
閣
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
、
結
果
執

筆
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
も
し
、
当
初
の
予
定
通
り
に
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
馬
琴
の
白
話
理
解
能
力
、
ひ
い
て
は

馬
琴
の
読
本
文
体
は
ど
う
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

注

（
1
）	

『
画
伝
』
冒
頭
の
「
訳
水
滸
辯
」
に
詳
し
い
の
で
、
原
文
を
左
に
示
す
。

	
	

�

降ふ
り

み
ふ
ら
ず
み
五さ

み
だ
れ

月
雨
の
。
暮く

れ

ん
と
し
て
は
又ま

た

一ひ
と
き
は際

あ
か
う
な
り
つ
ゝ
。
十
日
あ
ま
り
の
月つ

き

し
ろ
お
ぼ
つ
か
な
く
も
。
し
ば
し
山や

ま

の
挟は

に

閃ひ
ら
めき

出い
で

た
る
ゆ
ふ
べ
。
書し

よ

肆し

ふ
た
り
。
成せ

い
ぶ
ん
だ
う

文
堂
。
衆し

ゆ
う
せ
い
か
く

星
閣
と
か
い
ふ
も
の
。
予よ

が
柴し

ば
の
と門

を
敲た

ゝ
きて

。
ね
ん
ご
ろ
に
乞こ

ふ
こ
と事

あ
り
。
そ
の
故ゆ

ゑ

を
問と

へ

ば
。
彼か

れ

が
家い

へ

に
蔵お

さ
むる

と
こ
ろ
の
画ゑ

ほ
ん本

。
水す

い

滸こ

畫ぐ
わ

潜せ
ん

覧ら
ん

は
。
む
か
し
鳥と

り

山や
ま

石せ
き

燕ゑ
ん

が
筆ふ

で

の
す
さ
び
に
。
水す

い

滸こ

傳で
ん

の
人じ

ん
ぶ
つ物

を
写う

つ

し
。
そ
の
傍

か
た
は
らに

国こ
く

字じ

を
も
て
。
事こ

と

の
緊お

ほ

略む
ね

を
記し

る

せ
り
。
上

し
よ
う
ぼ
く木

既す
で

に
三
十
年ね

ん
ら
い來

。
普あ

ま
ねく

世よ

に
行お

こ
なふ

と
い
へ
ど
も
。
粗そ

漏ろ
う

に
し
て
い
ま
だ
婦ふ

女ぢ
よ

童ど
う

蒙も
う

の
目め

を
歓

よ
ろ
こ
ば

す
る
に
足た

ら
ず
。
よ
り
て
今い

ま

新あ
ら
たに

予よ

が
訳や

く
も
ん文

を
乞こ

ふ

て
。
彼か

の
ぐ
わ
せ
ん
ら
ん

畫
潜
覧
に
根も

と
づき

。
水す

い

滸こ

の
畫ゑ

本ほ
ん

を
板は

ん

せ
ん
と
い
ふ
。

	
	

な
お
執
筆
依
頼
の
時
期
に
つ
い
て
は
二
説
あ
る
。
一
つ
は
「
文
化
初
年
」、
つ
ま
り
一
八
〇
四
年
頃
で
あ
り
、
一
つ
は
「
享
和
中
」（
一
八

（
16
）
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〇
一
～
〇
四
年
）
で
あ
る
。「
文
化
初
年
」
と
い
う
記
述
は
馬
琴
旧
蔵
和
刻
本
『
忠
義
水
滸
伝
』
第
二
集
巻
末
の
識
語
に
見
え
、
そ
の
内
容

「
文
化
初
年
余
編
述
水
滸
画
伝
之
日
」
か
ら
、
該
本
は
『
画
伝
』
執
筆
の
た
め
に
書
肆
盛
文
堂
が
馬
琴
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
（
書
か
れ
た
の
は
「
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
辛
卯
夏
六
月
二
十
一
日
」、
本
の
入
手
経
緯
を
児
孫
に
伝
え
る
た
め
で
あ
る
）。
一
方
、「
享

和
中
」
と
い
う
記
述
は
同
じ
天
保
二
年
の
八
月
二
十
六
日
に
馬
琴
が
友
人
殿
村
篠
齋
に
宛
て
た
手
紙
の
中
に
見
え
る
。「
文
化
初
年
」
と
「
享

和
中
」
と
は
時
期
的
に
大
差
な
い
上
、
文
化
元
年
は
享
和
四
年
と
重
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
厳
密
に
絞
り
込
む
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
が
、
一
つ
選
ぶ
と
す
れ
ば
、
識
語
の
ほ
う
が
や
や
信
憑
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
「
文
化
初
年
」
と
記
す
。

（
2
）	

浜
田
啓
介
「
近
世
小
説
の
水
滸
伝
受
容
私
見

―『
新
編
水
滸
画
伝
』
と
馬
琴
の
金
聖
歎
批
評
」（『
近
世
小
説
・
営
為
と
様
式
に
関
す
る
私

見
』
九－

三
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会　

一
九
九
三
年
一
二
月
）
二
六
五
頁
を
参
照
。

（
3
）	

拙
論
「
日
本
近
世
文
学
に
お
け
る
白
話
語
彙
の
識
別
基
準
に
関
す
る
考
察

―『
新
編
水
滸
画
伝
』
の
使
用
語
彙
を
例
に

―
」（『
中
国
文

学
論
集
』
第
五
二
号　

二
〇
二
三
年
一
二
月
）

（
4
）	

初
集
（
第
一
～
十
回
、
享
保
一
三
年
〔
一
七
二
八
〕
刊
）
は
『
画
伝
』
執
筆
の
た
め
に
馬
琴
自
身
が
買
い
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
第
二
集

（
第
十
一
～
二
十
回
、
宝
暦
九
年
〔
一
七
五
九
〕
刊
）
は
『
画
伝
』
の
相
板
元
・
盛
文
堂
前
川
弥
兵
衛
か
ら
馬
琴
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
5
）	

日
本
語
訳
は
小
松
謙
『
詳
注
全
訳
水
滸
伝
』（
汲
古
書
院　

二
〇
二
一
年
八
月
～
）
を
参
照
。
以
下
同
様
。

	
	

�

薛
覇
は
腰
か
ら
縄
を
ほ
ど
く
と
、
林
冲
の
手
も
足
も
、
枷
も
ろ
と
も
き
つ
く
木
に
縛
り
付
け
ま
し
た
。
二
人
は
飛
び
起
き
る
と
、
身
を
翻

し
て
、
水
火
棍
を
取
り
上
げ
て
、
林
冲
を
見
な
が
ら
言
い
ま
す
。「
俺
た
ち
が
あ
ん
た
を
始
末
し
た
い
っ
て
訳
じ
ゃ
な
い
。
お
と
と
い
来
る

時
に
、
あ
の
陸
虞
侯
が
高
太
尉
の
ご
命
令
を
伝
え
て
、
俺
た
ち
二
人
に
こ
こ
ま
で
来
た
ら
あ
ん
た
を
始
末
し
て
、
金
印
を
持
っ
て
帰
っ
て

復
命
す
る
の
を
待
っ
て
る
っ
て
こ
と
だ
っ
た
の
さ
。
た
と
え
何
日
か
余
分
に
歩
い
た
と
こ
ろ
で
ど
う
せ
死
ぬ
ん
だ
。
本
日
こ
こ
で
な
ら
、

お
れ
た
ち
二
人
が
早
く
帰
れ
る
よ
う
に
し
て
く
れ
る
っ
て
も
の
さ
。
俺
た
ち
兄
弟
二
人
を
恨
む
ん
じ
ゃ
な
い
ぜ
。
上
役
の
言
い
つ
け
な
ん

で
、
自
分
の
好
き
に
は
で
き
な
い
ん
だ
。
よ
く
わ
か
っ
て
く
れ
。
来
年
の
今
日
が
お
ま
え
の
一
周
忌
だ
。
俺
た
ち
は
も
う
日
を
切
ら
れ
ち

ま
っ
て
い
る
さ
。
そ
れ
に
早
く
返
事
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ん
だ
」。
林
冲
は
そ
う
言
わ
れ
て
、
雨
の
よ
う
に
涙
を
流
し
て
言
い
ま
す
。「
旦

那
、
私
と
あ
な
た
方
お
二
人
と
は
、
前
に
敵
だ
っ
た
わ
け
で
も
な
し
、
最
近
恨
み
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
あ
な
た
方
お
二
人
で
ど
う
に

か
し
て
わ
た
く
し
を
助
け
て
く
れ
れ
ば
、
死
ん
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
」。

（
6
）	

神
田
正
行
氏
は
「『
水
滸
伝
』
の
作
者
と
馬
琴

―「
今
古
独
歩
の
作
者
」
羅
貫
中
の
発
見

―
」（『
馬
琴
と
書
物

―
伝
奇
世
界
の
底
流

―
』〔
八
木
書
店　

二
〇
一
一
年
〕
三
三
八
頁
）
に
お
い
て
、「
京
伝
や
馬
琴
に
白
話
を
教
授
し
た
伊
藤
蘭
洲
（
筆
者
注
：
名
号
は
伊
東
と
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も
。
通
称
、
周
輔
。
号
、
蘭
洲
・
秋
颿
。
折
衷
学
を
井
上
金
峩
に
学
ぶ
）
…
」
と
述
べ
て
い
る
。
神
田
氏
が
依
拠
し
た
の
は
徳
田
武
氏
「
…

蘭
洲
が
京
伝
・
馬
琴
・
南
畝
と
親
し
く
交
際
し
、
京
伝
・
馬
琴
に
は
漢
学
や
中
国
俗
文
学
の
知
識
を
授
け
て
い
る
…
」（『
日
本
近
世
小
説
と

中
国
小
説
』
第
三
部
第
二
章
「
金
太
郎
主
人
伊
藤
蘭
洲
と
『
鳳
凰
池
』」〔
青
裳
堂
書
店　

一
九
八
七
年
初
版
、
一
九
九
二
年
再
版
〕
四
三
七

頁
よ
り
）
の
一
文
で
あ
ろ
う
。
徳
田
氏
が
こ
の
結
論
を
導
き
出
し
た
の
は
、
藤
堂
梅
花
が
随
筆
『
老
婆
心
話
』
に
、
蘭
洲
の
こ
と
を
「
跋
は

蘭
洲
儒
者
（
京
伝
な
ど
の
師
と
頼
み
し
人
な
り
、
長
崎
侯
の
文
学
と
云
）
…
」
と
記
し
た
か
ら
で
あ
る
（
石
川
巌
「
藤
堂
梅
花
と
其
著
『
潮

来
絶
句
』
の
絶
板
に
就
て
」〔『
奇
書
珍
籍
』
第
弐
号
〕）。
し
か
し
「
師
と
頼
み
し
人
」
と
「
師
」
は
同
等
で
は
な
い
上
、
馬
琴
の
名
も
明
記

さ
れ
て
い
な
い
。
馬
琴
が
蘭
洲
と
交
際
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
『
兎
園
小
説
』
第
三
集
「
老
狸
の
書
画
譚
余
」
に
、「
…
寛
政
中
、
予
は
伊
東

蘭
洲
に
誓
引
せ
ら
れ
て
、
そ
が
店
（
筆
者
注
：
成
田
狸
庵
の
柴
新
橋
つ
め
に
あ
る
紙
店
の
こ
と
）
に
赴
き
て
畜
ひ
お
け
る
狸
を
見
し
事
あ
り

け
り
」
と
あ
り
、
蘭
洲
も
馬
琴
の
『
月
氷
奇
縁
』（
文
化
二
年
刊
）
の
跋
文
に
お
い
て
馬
琴
の
こ
と
を
、「
琴
翁
自
髫
歳
、
即
著
神
彩
之
称
於

四
方
駸
々
」
と
賞
賛
し
て
い
る
（
徳
田
氏
論
考
四
三
六
頁
、
四
一
一
頁
よ
り
）。
す
な
わ
ち
、
二
人
は
親
交
が
あ
っ
た
も
の
の
、
師
弟
関
係
で

は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
馬
琴
が
彼
か
ら
一
定
程
度
の
中
国
白
話
文
学
知
識
を
得
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

（
7
）	

『
近
世
文
学
研
究
事
典
』（
お
う
ふ
う　

二
〇
〇
六
年
二
月
）
一
七
四
頁
を
参
照
。

（
8
）	

横
山
邦
治
「
中
本
も
の
書
目
年
表
稿
」（『
近
世
文
藝
』
第
十
七
号　

一
九
七
〇
年
）、
板
坂
則
子
「
曲
亭
馬
琴
著
作
年
表
」（『
曲
亭
馬
琴
の

世
界

―
戯
作
と
そ
の
周
縁
』
所
収　

笠
間
書
院　

二
〇
一
〇
年
二
月
）
六
四
九
頁
を
参
照
。
読
本
の
書
型
は
料
紙
の
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て
大

本
、
半
紙
本
、
中
本
の
三
種
に
分
け
ら
れ
が
、
横
山
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
に
は
中
本
か
半
紙
本
か
が
判
断
し
づ
ら
い
も
の
も

あ
る
。
氏
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
①
初
刷
本
で
確
認
す
べ
き
だ
が
、
現
在
手
に
し
え
る
も
の
は
、
後
刷
本
が
多
い
た
め
。
②
中
本
も
の
を

貸
本
屋
用
と
し
て
、
半
紙
本
に
仕
立
て
直
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
た
め
。
③
最
初
か
ら
中
本
・
半
紙
本
に
分
け
て
刷
っ
て
い
た
も
の
も
あ
る
た

め
と
述
べ
る
。

（
9
）	

尾
崎
久
彌
「
馬
琴
初
期
の
芝
居
好
」（『
近
世
庶
民
文
学
論
考
』
中
央
公
論
社　

一
九
七
三
年
）
二
〇
三
頁
に
拠
る
。

（
10
）	

服
部
仁
「
曲
亭
馬
琴
、
そ
の
文
体
の
確
立

―
初
期
の
戯
曲
性
よ
り

―
」「（『
曲
亭
馬
琴
の
文
学
域
』
若
草
書
房　

一
九
九
七
年
）
一
八

七
頁
に
拠
る
。

（
11
）	

中
村
幸
彦
「
椿
説
弓
張
月
の
史
的
位
置
」（『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
第
五
巻　

中
央
公
論
社　

一
九
八
二
年
）
四
二
八
頁
に
拠
る
。

（
12
）	

同
様
の
指
摘
は
、
中
尾
和
昇
「
馬
琴
と
大
坂 

―『
月
氷
奇
縁
』
成
立
に
関
す
る
一
考
察

―
」（『
國
文
學
（
関
西
大
学
）』
第
九
十
四
号　

二
〇
一
〇
年
二
月
）、
浜
田
啓
介
「
寛
政
享
和
期
の
曲
亭
馬
琴
に
関
す
る
諸
問
題
」（『
近
世
文
学
・
作
者
と
様
式
に
関
す
る
私
見
』
京
都
大
学
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学
術
出
版
会　

二
〇
二
一
年
九
月
）
三
一
一
頁
～
三
一
四
頁
な
ど
に
も
確
認
で
き
る
。

（
13
）	

中
本
は
一
般
的
な
読
本
、
す
な
わ
ち
半
紙
本
型
読
本
の
試
作
で
、
馬
琴
が
草
双
紙
と
読
本
の
中
間
に
あ
た
る
、
こ
の
中
本
の
出
来
不
出
来

に
よ
っ
て
、
作
者
の
鼎
の
軽
重
を
問
わ
れ
て
い
た
と
中
村
氏
は
述
べ
る
。
ま
た
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
、
馬
琴
は
初
め
て
中
本
型
読

本
『
高
尾
船
字
文
』
を
世
に
出
し
た
。『
高
尾
船
字
文
』
は
、
後
期
読
本
の
嚆
矢
た
る
『
忠
臣
水
滸
伝
』（
京
伝
著
、
寛
政
一
一
・
享
和
元
年
）

を
導
い
た
作
品
と
し
て
今
日
で
は
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
馬
琴
自
身
も
述
べ
た
よ
う
に
、
該
本
は
純
粋
な
読
本
で
は
な
く
芝
居
風
に
作
ら
れ

て
い
る
。
後
年
の
馬
琴
は
『
八
犬
伝
』
第
九
輯
中
帙
附
言
で
、
か
の
稗
史
七
法
則
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、「
予
が
始
め
て
綴
り
し
策さ

う

子し

物
語

（
筆
者
注
：『
高
尾
船
字
文
』）
な
り
け
れ
ば
、
い
と
を
さ
な
し
と
も
拙を

さ
なく

て
、
今
さ
ら
に
又
見
る
に
得
堪
ず
、
嘔
吐
も
し
つ
べ
き
も
の
」
と
回

顧
し
て
い
る
。

（
14
）	

荘
司
格
一
「
将
と
い
う
語
に
つ
い
て
」（『
中
国
語
学
』
七
十
七
号　

一
九
五
八
年
）
を
参
照
。

（
15
）	

拙
稿
「
馬
琴
手
沢
本
『
忠
義
水
滸
伝
』
の
語
釈
書
き
入
れ
に
つ
い
て
」（
孫
琳
浄
『
日
本
近
世
に
お
け
る
白
話
小
説
の
受
容　

曲
亭
馬
琴
と

『
水
滸
伝
』』
所
収　

汲
古
書
院　

二
〇
二
一
年
四
月
）
を
参
照
。

（
16
）	

曲
亭
馬
琴
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』（
岩
波
文
庫　

二
〇
一
四
年
）
二
一
八
頁
を
参
照
。

付
記
：�

本
研
究
は
、
令
和
五
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
若
手
研
究
・
課
題
番
号
二
三
Ｋ
一
二
〇
八
四
「
日
本
近
世
文
学
に
お
け
る
中
国
白
話

小
説
の
受
容

―
馬
琴
読
本
の
白
話
語
彙
を
中
心
に

―
」
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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